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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
令
和
三
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
協
力
を

賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
今
な
お
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
厳
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
定
時

総
会
の
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
た
ほ

か
、
講
習
会
等
も
中
止
と
な
り
、
皆
様

と
の
意
思
疎
通
の
機
会
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
事
業
運
営
の

根
幹
で
あ
り
ま
す
会
員
拡
大
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
三
月
末
に
、
二
十
七
名

の
退
会
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
、「
安
芸
高
田
市
事
業
継
続
応
援
金
」

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
退
会
者
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
と
共
に
会
員
一
人

ひ
と
り
の
「
口
コ
ミ
」
に
よ
る
勧
誘
や

入
会
説
明
会
の
随
時
開
催
な
ど
に
よ
り

十
一
月
末
ま
で
で
三
十
四
名
の
新
し
い

仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
年
四
月
に
は
、「
改
正
高
齢
者
雇

用
安
定
法
」
も
施
行
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
就
業
促
進

を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
役
割

は
益
々
大
き
く
、「
健
康
や
社
会
参
加

を
通
じ
た
生
き
が
い
」
を
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
皆
様
の
新
た
な
就
業
の

場
の
開
拓
に
努
め
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

受
託
契
約
額
に
つ
い
て
は
、
経
済
活

動
の
停
滞
に
伴
い
屋
内
作
業
が
大
幅
に

減
少
し
、
昨
年
四
月
に
は
前
年
比
五
十

％
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
自
動
車
関
連
以
外
の
受
注
の
獲
得

に
向
け
た
営
業
活
動
を
展
開
す
る
中

で
、
自
動
車
関
連
も
徐
々
に
回
復
し
、

草
刈
・
剪
定
な
ど
屋
外
作
業
の
順
調
な

受
注
に
よ
り
十
一
月
に
は
八
十
四
％
ま

で
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

就
業
に
お
い
て
は
、「
安
全
は
全
て

に
優
先
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
・

役
職
員
が
安
全
就
業
の
確
保
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
一
年
間
無
事
故
で
新
年
を

迎
え
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
安
芸
高
田
市
、
関
係
機
関
、
賛
助

会
員
、
市
民
の
期
待
に
応
え
、
公
益
法

人
と
し
て
皆
様
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

て
、
会
員
・
役
職
員
一
体
と
な
り
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早

い
収
束
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

 

理
事
長
　
前
村
　
岑
男
　

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶



（ 3 ） 安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第31号） 令和３（2021）年１月１日

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
・
役
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を

活
か
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
事
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、「
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
」

事
業
な
ど
で
市
政
運
営
に
直
接
の
ご
貢

献
を
頂
い
て
い
る
事
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
、
少
子
高
齢
化
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
っ
た

難
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
「
世
界
で
一
番
住
み
た
い
と
思
え

る
ま
ち
」
を
目
指
し
尽
力
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
地
域
に
根
付
い
た
共
助
の

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
お
力
添
え
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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拶

年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に
は
、

健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に

対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ

ー
と
し
て
発
展
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ

と
は
、
理
事
長
様
を
は
じ
め
、
関
係
す

る
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と
拝

察
し
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
な
か
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
就

業
確
保
や
生
き
が
い
創
出
な
ど
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
お
ら
れ

る
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
大
変

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
と
っ
て

必
要
な
貴
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
対
し
、

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
精
一
杯
の

ご
支
援
を
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
康
に

十
分
注
意
さ
れ
な
が
ら
、
長
年
培
わ
れ

た
技
術
・
経
験
や
知
恵
を
活
か
し
て
い

た
だ
き
、
活
力
あ
る
「
地
域
づ
く
り
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人 

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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挨
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郡山城周辺の清掃管理
◆郡山城とその歴史
　戦国武将毛利元就の居城として知られる郡山
城は、吉田盆地を見渡す可愛川と多治比川の合
流点の北側に築かれ、戦国期最大級の山城で日
本百名城としても知られています。
　郡山城は14世紀半ば、毛利氏が郡山南東に小
規模な山城を築いたのが始めといわれていま
す。
　当初は「本城」と呼ばれた尾根城が城の中心
で、元就が台頭した16世紀中頃に郡山全山を城
郭化したといわれています。その後、輝元時代
に広島城へ本拠が移り、さらに関ヶ原の合戦後
の国替えにより廃城となりました。
　現在は、国指定史跡として、たくさんの観光
客が訪れています。

　作業内容は、会員５名のうち２名１組で週３
回、トイレ清掃・草刈り・枯葉集め・破損箇所
の確認など清掃管理を行っています。
　また観光客や地元の小学生など郡山城を訪れ
た方には、周辺の案内も行っています。
　作業会員は、安芸高田市の重要文化を守ること
や訪れた方と案内しながら関わることができるた
め、とてもやりがいを持って就業しています。
　シルバー人材センターでは、これからも清掃
管理を通じてみなさまに喜んでいただけるよう
取り組んで参ります。

興禅寺跡（郡山公園）

百万一心碑

お地蔵通り

就業紹介
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　令和２年11月６日（金）に高田
原スポーツ広場で甲田町地域の甲田
絆会がグラウンドゴルフ大会を開催
し、参加人数は25名でした。
　大きな歓声を出しながら、みんな
笑顔で楽しむことができました。

　令和２年10月13日（火）に甲田町シルバー会員有志７名が、甲田いづみこども
園の園児を招いて、さつま芋掘りを行いました。
　園児のみなさんに大変喜んでもらい、楽しむ姿やあふれる笑顔に会員達は元気を
たくさん頂きました。

互助会活動互助会活動

交流活動交流活動
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　 　  たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校 関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。 たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校 関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。

  「「シルバーの日」ボランティア活動シルバーの日」ボランティア活動

吉田町 令和２年10月17日　元就墓所・郡山公園周辺　清掃・ゴミ拾い　21名

八千代町 令和２年11月14日　八千代中学校　剪定・草刈り・草取り　24名

甲田町 令和２年10月18日　甲田中学校　剪定・草刈り・草取り　38名

参加された皆様　ご協力 ありがとうございました
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　 　  たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校 関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。 たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校 関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。

  「「シルバーの日」ボランティア活動シルバーの日」ボランティア活動

令和２年８月23日　美土里中学校　剪定・草刈り　12名美土里町

令和２年10月18日　かがやき　剪定・草刈り・清掃　26名向原町

高宮町 令和２年10月３日　高美園　剪定・草刈り・清掃　20名

参加された皆様　ご協力 ありがとうございました
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配

分
金
収
入
は
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
な
り
ま
す
。

　
雑
所
得
の
計
算
で
は
、
収
入
金

額
－

必
要
経
費
＝
所
得
金
額
と
な

り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
配
分
金
は
租
税
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
最
高
55
万
円
の
必
要

経
費
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
給
与
収
入
や
事
業
収

入
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
ら
の
必
要

経
費
も
合
わ
せ
て
55
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

署
や
市
役
所
税
務
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
令
和
二
年
中
に
就
業
さ
れ

た
方
に
は「
配
分
金
支
払
証
明
書
」

ま
た
、
派
遣
会
員
の
方
に
は
「
源

泉
徴
収
票
」
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
申
告
時
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
に
つ
い
て

確定申告期間
令和３年２月16日㈫
� ～３月15日㈪

賛助会員のご紹介賛助会員のご紹介 令和3年1月1日現在

●
吉
田
町

有
限
会
社　

安
芸
サ
ポ
ー
ト
企
画

（
福
）安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
芸
高
田
市
商
工
会

株
式
会
社　

オ
キ
タ
石
油

共
栄
電
工

ゲ
イ
ビ
車
輌　

株
式
会
社

有
限
会
社　

こ
と
ざ
き

坂
本
重
工　

株
式
会
社

総
合
広
告　

オ
カ
ノ

有
限
会
社　

ト
ッ
プ
ス・カ
ン
パ
ニ
ー

な
か
が
わ
石
材
店

有
限
会
社　

仁
井
モ
ー
タ
ー
ス

西
岩　

う
ず
き

広
島
北
部
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社　

広
島
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

株
式
会
社　

藤
本
工
業

株
式
会
社　

ホ
ワ
イ
ト
舎

ま
つ
も
と
園
芸
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社　

マ
ル
シ
ン

有
限
会
社　

道
奥
装
飾

有
限
会
社　

脇
地
石
油
店

●
高
宮
町

有
限
会
社　

ア
ー
ト
モ
ー
タ
ー
ス

川
根
柚
子
共
同
組
合

た
か
み
や
湯
の
森
運
営
協
会

●
甲
田
町

イ
マ
ム
ラ
商
会

株
式
会
社　

大
前
醤
油
本
店

有
限
会
社　

甲
立
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合　

甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社　

甲
田
自
動
車

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

ユ
キ
タ
ケ

有
限
会
社　

シ
ン
セ
イ

有
限
会
社　

し
ん
た
く
自
動
車

株
式
会
社　

住
吉

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
高
田
原
店

有
限
会
社　

高
田
オ
ー
ト

有
限
会
社　

タ
カ
タ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

中
国
新
聞　

甲
立
販
売
所

な
か
む
ら
寿
司
店

株
式
会
社　

ハ
マ
イ
物
産

●
八
千
代
町

株
式
会
社　

フ
リ
ー
エ
ム

八
千
代
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
美
土
里
町

立
川
園
芸

●
市
外

株
式
会
社　

カ
プ
リ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
株
式
会
社

大
信
産
業（
株
）緑
化
部　

広
島
営
業
所

株
式
会
社　

モ
ル
テ
ン
ス
タ
ン
ピ
ン
グ

賛
助
会
員
と
は
：�

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
や
運

営
を
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
法
人
・
個
人
の
皆
様
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

　
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
は
お
元
気

で
令
和
三
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
す
べ
て
が
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。

　
シ
ル
バ
ー
に
お
い
て
も
講
習
会
や
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
・
規
模
縮
小
な
ど
、
今

ま
で
と
異
な
り
寂
し
さ
を
感
じ
る
状
況

で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
元
気

を
出
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
体
調
管
理

に
十
分
注
意
さ
れ
、
今
年
も
安
全
就
業

で
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会員数会員数（令和２年12月１日現在）（令和２年12月１日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年

同期

吉　田 57 21 78 83
甲　田 52 40 92 90
八千代 40 14 54 56
美土里 23 11 34 34
高　宮 33 6 39 39
向　原 35 11 46 46
合　計 240 103 343 348

（単位：人）

年
始
の
お
知
ら
せ

�　

１
月
４
日（
月
）か
ら
事
務
所

で
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

編

集

後

記


